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建設コンサルタント
における技術者倫理
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日時：2024年6月28日 13：30～14：30

場所：大日コンサルタント株式会社

講師：竹内技術研究所 所長 竹内勝信

（国土監理株式会社 技師長）

（富山県立大学 非常勤講師）
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技術者倫理講習会のきっかけ(契機)
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健康と趣味のページ
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技術者倫理のページ
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技術者倫理の講習会を開催する目的
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※CPD（継続的専門能力開発）の一環として

富山：立山連峰、黒四ダム、ブリ･･･
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富山での技術者倫理・官製談合事件
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日経コンストラクション 2022.08 より抜粋
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倫理・モラルの定義と関係
教科書「第五版 大学講義 技術者の倫理入門」では

 倫理(ethics)の定義

・人間関係における対人関係の規範(norm)である

・規範 は、人が守る｢きまり｣で、｢○○してはいけな

い｣｢○○するようにしよう｣という｢きまり｣である

・例）戒律＝ある宗教で守るべき規則・規範 

 モラル(morals)の定義 

・モラルは、人が対人関係において、してよいこと、

してはいけないことを区別する意識(感覚) である

・モラルに基づく判断を規範の形にしたのが倫理

▼ ▼ ▼

意識の支えがない倫理(規範)は⇒形骸化するだけ！

∴大切なのは、各人のモラルの意識を高めること
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モラルと倫理、法と倫理の関係

 意識(モラルと常識)があって規範(倫理と法)がある

 法はその社会が公式化したモラル(規範)の最小限度

事故を防ぐには道路交通法による規制の強制(他律)

＋ドライバーのモラルの意識による安全運転が大切

法と倫理は互いに補完し、それをモラルの意識が支える
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技術者倫理-座談会-技術者倫理の全体像を探る
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技術者倫理の歴史(世界)
・
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技術者倫理の歴史(日本)
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日本技術士会：技術士倫理綱領
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2000年
技術士法抜本改正
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土木学会：土木技術者の倫理規定
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公衆優先原則は？

建設コンサルタント協会
建設コンサルタントの倫理
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公衆優先原則は？
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公衆優先原則とは
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公衆優先原則を守らなかった事例
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⇒ロジャー・ボイジョリー＝倫理的技術者の代表

⇒教科書「第六版 技術者の倫理入門」でも詳しく解説

⇒テスラ、ウーバーなど、日本でも多数発生

第六版 大学講義 技術者の倫理入門
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安全文化と技術者倫理の関係
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福島原発事故の原因
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第六版 大学講義 技術者の倫理入門 pp92より抜粋

福島原発事故の原因
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第六版 大学講義 技術者の倫理入門 pp93-94より抜粋

東電原発事故 10年で明らかになったこと
添田孝史(著) 2021年2月,231頁
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東電原発事故 10年で明らかになったこと 目次抜粋
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▲           ▲
産総研 活断層・地震研究センター長 岡村幸信
貞観地震の津波は、東電の想定を大きく越え、対策が必要と指摘

書いてはいけない－日本経済墜落の真相－
森 卓郎(著) 2024年3月
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森 卓郎(著) 話題のベストセラー
書いてはいけない－日本経済墜落の真相－
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日本社会は、組織優先・忖度文化
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安倍派の裏金還流の再開、誰が決めた？

森友学園、公文書改竄、財務局職員自殺

東電原発事故 10年で明らかになったこと 目次抜粋
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▲
1～3号機は、メルトダウンに伴って隙間から圧力が抜けて、たまたま爆発しなかった
4号機は、原子炉が工事満水で、その水が燃料プールの水位低下をたまたま防いだ

福島第一原発事故の「真実」
NHKﾒﾙﾄﾀﾞｳﾝ取材班(著) 2021年2月,743頁
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経営者と技術者の課題
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第六版 大学講義 技術者の倫理入門 pp38より抜粋
技術者倫理講習会のまとめ
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 技術者倫理で最も大切なのは、公衆優先原則
であり、組織全体が安全を最優先にする姿勢
＝安全文化にまで高めることが大切である。

 福島第一原発事故は、技術者倫理の公衆優先
原則や安全文化が日本に定着しておらず、現
在も残る組織優先や忖度文化が背景にある。

 建設コンサルタントは、社会資本整備を通じ
て、安全で持続可能な社会の実現に貢献する
非常に重要な仕事である。

 建設コンサルタントは、社長も含め全社員が
技術者倫理を継続して学習し、公衆優先原則
を安全文化として定着させる必要がある。

ご清聴ありがとうございました！


